
　　　宅地係数＝ｕ・Ｆ(Ｐ・Ｑ)＋ΣＹ

　 　ｕ　 ：土地利用の用途、商業ポテンシャル及び市街地形成熟度との関係で定まる宅地の一般的利用性の基本的等級で、表－４で与えられる。

Ｆ(Ｐ・Ｑ)：ｕ値を公共施設の整備状況による宅地の有効利用性、防災性、安全性等により修正する係数で次式により表わす。

Ｆ(Ｐ・Ｑ)＝１+

　　　

Ｐｏ ：基準公共用地率（％）で、その標準値は表－５で与えられる。

Ｐ　 ：対象地域の公共用地率（％）

Ｑｏ ：基準道路長密度（ｍ／ha）で、その標準値は表－５で与えられる。

Ｑ　 ：対象地域の道路長密度（ｍ／ha）

Ｙ　 ：上・下水道、ガスの供給処理施設の普及程度による宅地利用に直接的に影響する物理的条件によって付加された価値･効用を表わす係数で、表－６で与えられる。

表－４

ｕ値  

	１.５～２.０


　表－５

　　Ｐｏ及びＱｏの値
	区分
	値

	Ｐｏ（％）
	２５

	Ｑｏ（％）
	２５０


　表－６

Ｙ値

	内　　　　容
	Ｙ

	上水道整備
	0. 1

	下水道整備
	0. 1

	 eq \o\ad(ガス整備,　　　　　)
	0. 1
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